


A:診療・検査医療機関
で陽性と診断された方

B:自己検査等で陽性が
判明した方

・Webキット検査センター
で配送
・自身で購入
・無料検査で実施

⑵発生届対象者
以外

発生届の
対象となる方

②支援は不要

①支援を希望
※２

〇医療機関が発生届を提出します。
〇保健所から療養方法等の意向を確認します。
〇保健所から希望する支援の内容を確認します。
〇安静に自宅療養を行ってください。（自宅療養の過ごし方は※３）

９月２６日以降の保健医療提供体制【八戸市】

①入院の必要
有

②入院の必要
無

〇医療機関が発生届を提出します。
〇決定された医療機関に入院してください。

〇安静に自宅療養を行ってください。（自宅療養の過ごし方は※３）
※療養の途中で支援等を希望する場合は、ご自身で市のコールセンター
に電話にてご連絡が必要です。

〇ご自身で市のコールセンターに電話にてご連絡ください。
〇安静に自宅療養を行ってください。（自宅療養の過ごし方は※３）

診療・検査医療機関
を受診してください。

⑴発生届対象
※１

※１【発生届対象】 ①６５歳以上の者 ②入院を要する者
③重症化リスクがあり 新型コロナ感染症治療薬の投与又は新たに酸素投与が必要と医師が判断する者 ④妊婦

※２【支援等内容】 ①宿泊療養の提供 ②食品セットの配送 ③体調悪化時の相談や夜間（22:00～翌8:15）の電話診療等の受付、その他の受診
※３【自宅療養の過ごし方】
・自宅療養の方は、発熱等があっても症状が軽く、意識がしっかりしており、飲食ができる場合は、市販の薬を服用して療養してください。
・意識障害、呼吸困難等がある方は、すぐに救急車を呼んでください。（症状が軽い方は、外来受診を目的として救急車を要請しないでください。）
・症状（発熱、咳、痰、倦怠感など）が悪化した場合は、市のコールセンターにご連絡してください。

●八戸市新型コロナウイルス感染症コールセンター ０１７８－８０－７８７８（２４時間対応）
〇新型コロナウイルス感染症に関する全般的な問合せは、青森県新型コロナウイルス感染症コールセンター（０１２０－１２３－８０１）

※原則、保健所からの連絡はなくなります。
※自己検査等で陽性が判明した方でインターネットを利用できる方は、支援の希望に関わらず、
青森県臨時Webキット検査センターへ「陽性者の登録」をしてください。



① 接種対象者 初回接種(1,2回目)を完了した12歳以上の方

② 接種間隔 従来ワクチンでの前回接種から５か月
（国が、さらに短縮する方向で検討中）

③ 接種回数 １回
（これまでの接種歴に応じ、３～５回目として実施）

④ 使用ワクチン 従来株とオミクロン株に対応した２価ワクチン
（ファイザー社製及びモデルナ社製）

⑤ 対象者数 約18万６千人（順次、接種対象となる）

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種の実施について
１. 概要



① すでに３回目以降の接種券をお持ちの方

→ そのまま使用いただきます。

② 今後、３回目以降の接種時期を迎える方

※ 紛失等された方からの再発行申請を随時受付します。

 ワクチンコールセンター(問合せ専用) 050-5213-9423
 市ホームページ（入力フォーム）

→ 接種時期に合わせ、順次発送します。

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種の実施について
２. 接種券の発行



① 個別接種（約100受託医療機関）
 各医療機関で予約受付（順次開始）

 ワクチンコールセンター(集団接種予約専用) 86-1800
 市ホームページ（予約システム）

② 集団接種（総合保健センター）

※優先接種（集団接種の一部枠で実施）
• エッセンシャルワーカーを対象に実施（３回目接種で実績あり）
• 関係団体の協力を得て、学校及び教育保育施設の職員から実施

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種の実施について
３. 接種体制



９月30日（金）
 集団接種の既予約分を、２価ワクチンに切り替えて実施

 ４回目接種(60歳以上、基礎疾患、医療従事者及び施設従事者)
 優先接種(エッセンシャルワーカー) ※集団接種の一部枠

10月３日週から順次

 初回接種を完了した12歳以上のすべての方に対象拡大
10月中旬から順次

※ 各医療機関等の状況に応じ柔軟に対応いただく

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種の実施について
４. 開始時期等



オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種の実施について

 国では、接種間隔の短縮を検討するとともに、年末年始の感染
流行に備え、年内に十分な量のワクチンを供給することとしています。

 市では、従来ワクチンで４回目接種を受けた方を含め、年内に
希望する皆様が、オミクロン株対応接種を受けられるよう、必要
な体制を整備してまいりますので、お待ちくださるようお願いします。

 なお、今年の秋冬は季節性インフルエンザの流行も懸念されております。
 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンは、同時接種が可能と

されていますので、基本的な感染予防策に加え、両ワクチンの接種
を御検討くださるようお願いします。

５. 市民の皆様へ


